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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キッチンカウンタが、建物内の互い対向する躯体間に設けられており、
　前記躯体間に梁部材が架設され、この梁部材によって前記キッチンカウンタが下方から
支持されており、
　前記キッチンカウンタの下面に当接部材が固定されており、
　この当接部材が前記梁部材の裏面に当接していることを特徴とするキッチン構造。 
【請求項２】
　請求項１に記載のキッチン構造において、
　前記梁部材の表面に、この表面を覆うようにして幕板部材が取り付けられていることを
特徴とするキッチン構造。 
【請求項３】
　請求項１または２に記載のキッチン構造において、
　前記キッチンカウンタの前部下側に前記梁部材が設けられ、この梁部材によってキッチ
ンカウンタの前部が支持されており、
　前記キッチンカウンタの後側に壁が設けられ、
　この壁に固定された支持部材よって前記キッチンカウンタの後部が支持されていること
を特徴とするキッチン構造。 
【請求項４】
　建物内の互いに対向する躯体間に梁部材を設けるとともに、この梁部材の端部を前記躯
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体に固定する一方で、前記躯体間でかつ梁部材の後方に位置する壁に支持部材を前記梁部
材と等しい高さに固定し、
　次に、前記梁部材の表面にこの表面を覆うようにして幕板部材を取り付けた後、前記梁
部材に、キッチンカウンタの前部を設置するとともに、前記支持部材に前記キッチンカウ
ンタの後部を設置することを特徴とするキッチン構造の施工方法。 
【請求項５】
　請求項４に記載のキッチン構造の施工方法において、
　前記梁部材に前記キッチンカウンタの前部を設置するとともに、前記支持部材に前記キ
ッチンカウンタの後部を設置した後、前記キッチンカウンタの裏面に、当接部材を前記梁
部材の裏面に当接するようにして固定することを特徴とするキッチン構造の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キッチン構造およびキッチン構造の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等に設置されるシステムキッチンの一例として、特許文献１に記載ものが知られて
いる。このシステムキッチンは、上面にシンク及び加熱器具が設けられたキッチンカウン
タ、このキッチンカウンタを下方から支持する左右一対のキャビネット、及びキッチンカ
ウンタの下方であって一対のキャビネット間に配置された補助キャビネットを有している
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３２０５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記のようなシステムキッチンでは、キッチンカウンタの高さが決まってい
るために、例えば、車椅子の高さに対応させて、キッチンカウンタの高さを変更する場合
、全て特注で対応させなければならないので、コストが嵩むという問題がある。
　また、キッチンカウンタの左右両端部を左右一対のキャビネットで支持しているために
、キッチンカウンタの長さが長くなって、輸送の際の梱包の荷姿が大きなものとなってい
た。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、キッチンカウンタの高さを自由に設定でき
、かつ、輸送の際の荷姿を小さくできるキッチン構造およびキッチン構造の施工方法を提
供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、例えば図１～図８に示すように
、キッチンカウンタ３が、建物内の互い対向する躯体１，１間に設けられており、
　前記躯体１，１間に梁部材１０が架設され、この梁部材１０によって前記キッチンカウ
ンタ３が下方から支持されており、
　前記キッチンカウンタ３の下面に当接部材１８が固定されており、
　この当接部材１８が前記梁部材１０の裏面に当接していることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、躯体１，１間に架設された梁部材１０によってキッチ
ンカウンタ３が下方から支持されているので、この梁部材１０の高さ位置を調整すること
によって、キッチンカウンタ３の高さを自由に設定できるとともに、梁部材１０によって
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キッチンカウンタ３の撓みを防止できる。
　また、キッチンカウンタ３を梁部材１０によって支持しているので、キッチンカウンタ
３をその長さ方向に複数に分割することができる。よって、図９に示すように、輸送の際
の荷姿を小さくできる。
　また、キッチンカウンタ３の下面に固定された当接部材１８が梁部材１０の裏面に当接
しているので、キッチンカウンタ３の前方への移動を規制でき、よって、キッチンカウン
タ３が前方にずれるのを防止できる。また、梁部材１０の表面に幕板部材１５が取り付け
られている場合、この幕板部材１５と当接部材１８とによって梁部材１０を挟み込む構造
となるので、梁部材１０の厚さ方向への撓みを防止できる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のキッチン構造において、
　前記梁部材１０の表面に、この表面を覆うようにして幕板部材１５が取り付けられてい
ることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、幕板部材１５が梁部材１０の表面を覆っているので、
梁部材１０を隠すことができ、仕上がりが秀麗となる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のキッチン構造において、
　前記キッチンカウンタ３の前部下側に前記梁部材１０が設けられ、この梁部材１０によ
ってキッチンカウンタ３の前部が支持されており、
　前記キッチンカウンタ３の後側に壁２が設けられ、
　この壁２に固定された支持部材１４よって前記キッチンカウンタ３の後部が支持されて
いることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、キッチンカウンタ３の前部と後部とがそれぞれ梁部材
１０と支持部材１４とによって支持されているので、当該キッチンカウンタ３を安定的に
支持できる。
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、建物内の互いに対向する躯体１，１間に梁部材１０を設ける
とともに、この梁部材１０の端部を前記躯体１に固定する一方で、前記躯体１，１間でか
つ梁部材１０の後方に位置する壁２に支持部材１４を前記梁部材１０と等しい高さに固定
し、
　次に、前記梁部材１０の表面にこの表面を覆うようにして幕板部材１５を取り付けた後
、前記梁部材１０に、キッチンカウンタ３の前部を設置するとともに、前記支持部材１４
に前記キッチンカウンタ３の後部を設置することを特徴とする。
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、梁部材１０と支持部材１４を設ける際に、これらの高
さ位置を調整することによって、キッチンカウンタ３の高さを自由に設定できる。また、
梁部材１０の表面にこの表面を覆うようにして幕板部材１５を取り付けることによって、
梁部材１０を隠すことができ、仕上がりが秀麗となる。さらに、キッチンカウンタ３の前
部と後部とをそれぞれ梁部材１０と支持部材１４とによって支持することによって、当該
キッチンカウンタ３を安定的に支持できる。
【００１６】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載のキッチン構造の施工方法において、
　前記梁部材１０に前記キッチンカウンタ３の前部を設置するとともに、前記支持部材１
４に前記キッチンカウンタ３の後部を設置した後、前記キッチンカウンタ３の裏面に、当
接部材１８を前記梁部材１０の裏面に当接するようにして固定することを特徴とする。
【００１７】
　請求項５に記載の発明によれば、キッチンカウンタ３の裏面に、当接部材１８を梁部材
１０の裏面に当接するようにして固定するので、キッチンカウンタ３の前方への移動を規
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制でき、よって、キッチンカウンタ３が前方にずれるのを防止できる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、キッチンカウンタが、建物内の互い対向する躯体間に設けられており
、躯体間に梁部材が架設され、この梁部材によって前記キッチンカウンタが下方から支持
されているので、この梁部材の高さ位置を調整することによって、キッチンカウンタの高
さを自由に設定できるとともに、梁部材によってキッチンカウンタの撓みを防止できる。
　また、キッチンカウンタを梁部材によって支持しているので、キッチンカウンタをその
長さ方向に複数に分割することができる。よって、輸送の際の荷姿を小さくできる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係るキッチン構造の一例を示すもので、（ａ）は正面図、（ｂ）は平面
図、（ｃ）は側断面図である。
【図２】同、斜視図である。
【図３】同、壁に梁部材の端部を固定する方法を説明するための斜視図である。
【図４】同、梁部材と支持部材とによってキッチンカウンタが支持されている状態を示す
断面図である。
【図５】同、梁部材によってキッチンカウンタの前部が支持されている状態を示す斜視図
である。
【図６】同、壁に目隠し板を取り付ける方法を説明するための斜視図である。
【図７】同、キッチンカウンタの下側にキャビネットを設置した状態を示す側断面図であ
る。
【図８】同、キッチンカウンタの下側にキャビネットを設置した状態を示す正面図である
。
【図９】本発明に係るキッチン構造の構成部材を梱包した状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１および図２は本発明に係るキッチン構造の一例を示すものである。これらの図にお
いて符号１，１は壁を示す。この壁１，１は建物内の互いに対向する躯体を構成するもの
である。また、壁１，１と直角に壁２が設けられており、これら壁１，１，２によって平
面コ字形の壁が構成されている。
　前記壁１，１間には、キッチンカウンタ３が設けられている。このキッチンカウンタ３
、例えば人工大理石で形成されており、二つのカウンタ部材３ａ，３ｂで構成されている
。カウンタ部材３ａはコンロ４を備えており、カウンタ部材３ｂはシンク５を備えている
。また、カウンタ部材３ａ，３ｂの長さはほぼ等しくなっており、前後の幅も等しくなっ
ている。
　キッチンカウンタ３のコンロ４の上方には、レンジフード６が壁２に固定されて設けら
れている。このレンジフード６に隣接して吊戸棚７が壁２に固定されて設けられている。
【００２１】
　図１（ｃ）および図３に示すように、前記壁１，１間には梁部材１０が架設されている
。梁部材１０はキッチンカウンタ３の長手方向に長尺なスチールプレートで構成されてい
る。そして、梁部材１０の両端部は、それぞれ壁１の表面に固定された受駒１１に木ビス
１２によって固定されている。なお、梁部材１０の両端部には予め木ビス１２を通す孔を
明けておくとともに、孔にさらもみ加工を施されている。
　このように、梁部材１０は壁１の表面に固定された受駒１１に固定されているので、受
駒１１の固定高さを調整することによって、梁部材１０の高さを容易に調整できる。なお
、受駒１１は木ビス１３によって壁１の表面に固定されている。
　また、壁２の表面には、図１（ｃ）および図４に示すように、支持部材１４が梁部材１
０と等しい高さに固定されている。支持部材１４は梁部材１０の長手方向に長尺な桟材で
構成されており、図示しない木ビスによって壁２の表面に固定されている。
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【００２２】
　図１（ａ），（ｃ）、図４、図５等に示すように、前記梁部材１０の表面には、この表
面を覆うようにして幕板部材１５が取り付けられている。この幕板部材１５は梁部材１０
の長手方向に長尺な化粧板で構成されており、その上面は梁部材１０の上面と面一になっ
ており、下面は梁部材１０の下面より下方に位置している。また、幕板部材１５は梁部材
１０の裏面から木ネジ１６を、梁部材１０に予め形成されている孔を通して幕板部材１５
にねじ込むことによって、梁部材１０の表面に取り付けられている。
【００２３】
　前記梁部材１０および支持部材１４上にはキッチンカウンタ３が設置されており、梁部
材１０によってキッチンカウンタ３の後部が下方から支持されている。また、梁部材１０
の上面および支持部材１４の上面と、キッチンカウンタ３の裏面（下面）とは接着剤によ
って接着されている。
　キッチンカウンタ３の後端面は壁２の表面に当接されている。また、キッチンカウンタ
３の前部には下方に直角に突出する突出部３ｃが形成されており、この突出部３ｃの裏面
に幕板部材１５が当接されている。
　キッチンカウンタ３の下面には当接部材１８が木ネジ１９によって固定されており、こ
の当接部材１８は梁部材１０の裏面に当接している。なお、当接部材１８は合板で形成さ
れており、梁部材１０の長手方向に所定間隔で複数配置されている。
【００２４】
　キッチンカウンタ３の左右両端部の下方には、図６～図８等に示すように、キャビネッ
ト２０，２０が床に設置して設けられている。このキャビネット２０の上面は、前記幕板
部材１５の下面より僅かだけ下方に位置している。また、キャビネット２０は上下二段の
引出し２０ａ，２０ｂを有しており、引出し２０ａ，２０ｂの前面は、幕板部材１５の表
面と面一になっている。
　また、キャビネット２０と壁１との間には所定の隙間が設けられており、この隙間は目
隠し板２１ａ，２１ｂによって隠されている。この目隠し板２１ａ，２１ｂは、壁１の表
面に固定された下地材２２ａ，２２ｂに取り付けられている。
【００２５】
　次に上記構成のキッチン構造の施工方法について説明する。
　まず、図３に示すように、対向して配置された壁１，１の表面の所定の位置に、受駒１
１を木ビス１３によって固定しておく。なお、図３においては一方の壁１のみを記載して
いるが、他方の壁１にも受駒１を固定しておく。
　次に、壁１，１間に梁部材１０を設けるとともに、この梁部材１０の端部を前記受駒１
１に木ビス１２によって固定する。
　一方、図４に示すように、壁２の表面に支持部材１４を梁部材１０と等しい高さ位置に
固定する。つまり、支持部材１４の上面が梁部材１０の上面と面一になるようにして、支
持部材１４を壁２の表面に固定する。
【００２６】
　次に、梁部材１０の表面にこの表面を覆うようにして幕板部材１５を取り付け、その後
、梁部材１０に、キッチンカウンタ３の前部を設置するとともに、支持部材１４にキッチ
ンカウンタ３の後部を設置する。また、この際、キッチンカウンタ３の前部に形成されて
いる突出部３ｃを幕板部材１５の表面上部に被せるとともに、突出部３ｃの裏面に幕板部
材１５を当接する。また、梁部材１０の上面および支持部材１４の上面と、キッチンカウ
ンタ３の裏面（下面）とを接着剤によって接着する。
　次に、キッチンカウンタ３の裏面に、当接部材１８を梁部材１０の裏面に当接するよう
にして木ネジ１９によって固定する。
【００２７】
　次に、図６～図８に示すように、壁１の表面に下地材２２ａ，２２ｂを固定し、この下
地材２２ａ，２２ｂに目隠し板２１ａ，２１ｂを取り付ける。最後に、キャビネット２０
をキッチンカウンタ３の端部の下側に配置する。この際、キャビネット２０をその壁１側
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を向く側面の前縁部が前記目隠し板２１ａ，２１ａに当接するように、かつ、引出し２０
ａ，２０ｂの前面が幕板部材１５の表面と面一になるようにして、床に固定する。
　最後に、図１（ａ），（ｃ）および図２に示すように、移動可能なワゴン２４をキッチ
ンカウンタ３の下方に挿入して、キッチン構造の施工を終了する。なお、ワゴン２４を挿
入する前に、壁２の表面にワゴン２４が壁２に衝突した際の衝撃を吸収するためのゴムバ
ンパー２５を取り付ける。
【００２８】
　本実施の形態によれば、壁１，１間に架設された梁部材１０によってキッチンカウンタ
３が下方から支持されているので、この梁部材１０の高さ位置を調整することによって、
キッチンカウンタ３の高さを自由に設定できるとともに、梁部材１０によってキッチンカ
ウンタ３の撓みを防止できる。
　また、キッチンカウンタ３を梁部材１０によって支持しているので、キッチンカウンタ
３をその長さ方向に二つに分割してカウンタ部材３ａ，３ｂとすることができる。よって
、輸送の際の荷姿を小さくできる。
　例えば、図９に示すように、カウンタ部材３ａ，３ｂを箱２６，２６に梱包し、左右の
キャビネット２０，２０を箱２７，２７に梱包し、ワゴン２４を箱２８に梱包し、その他
の部品を箱２９に梱包することによって、輸送の際の荷姿を小さくできる。なお、図９に
おいて破線は、本実施の形態における梱包の荷姿より大きくなった部分の従来梱包の荷姿
の外形線を示すものである。従来はキッチンカウンタを分割できなかったために、このキ
ッチンカウンタに相当する長さの荷姿となるが、本実施の形態では、キッチンカウンタ３
を分割できるので、荷姿が小さくなる。
【００２９】
　また、梁部材１０の表面に、この表面を覆うようにして幕板部材１５が取り付けられて
いるので、梁部材１０を隠すことができ、仕上がりが秀麗となる。
　さらに、キッチンカウンタ３の前部と後部とがそれぞれ梁部材１０と支持部材１４とに
よって支持されているので、当該キッチンカウンタ３を安定的に支持できる。
　また、キッチンカウンタ３の下面に固定された当接部材１８が梁部材１０の裏面に当接
しているので、キッチンカウンタ３の前方への移動を規制でき、よって、キッチンカウン
タ３が前方にずれるのを防止でき、さらに、当接部材１８と幕板部材１５によって梁部材
１０を挟み込んでいるので、梁部材１０の厚さ方向への撓みを防止できる。
　また、キャビネット２０と壁１との間には所定の隙間が設けられているので、引出し２
０ａ，２０ｂを壁１と干渉させることなく、スムーズに引き出すことができ、さらに、隙
間は目隠し板２１ａ，２１ｂによって隠されているので、仕上がりも秀麗なものとなる。
【００３０】
　なお、本実施の形態では、梁部材１０を１本使用したが、例えばキッチンカウンタ３の
前後の幅が大きい場合、複数の梁部材１０によってキッチンカウンタ３を支持してもよい
。
　また、梁部材１０をＣ形チャンネル形状とし、強度を向上させるようにしてもよい。
　また、キッチンカウンタ３の長さがさらに長い場合、キッチンカウンタ３を３つ以上の
カウンタ部材に分割してもよい。
　さらに、本発明では、建物内の互いに対向する躯体を構成するもを壁１，１としたが、
躯体としては壁以外に、柱であってもよい。
【符号の説明】
【００３１】
　１　壁（躯体）
　２　壁
　３　キッチンカウンタ
　１０　梁部材
　１４　支持部材
　１５　幕板部材
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　１８　当接部材

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】
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